
仙台市

仙台市

発

防災・減災の意識を高める場とするため、東日本大震災にお

いて児童や教職員、地域住民ら320人が避難し、２階まで津波

が押し寄せた荒浜小学校を震災遺構として公開しています。

震災遺構仙台市立荒浜小学校

新浜津波避難タワー

避難の丘（藤塚地区）

海岸公園利用者等が津波から避難

できるよう、市内沿岸部４カ所に

避難の丘を整備しました。

東部地域の13カ所に津波避難施設

（タワー型6カ所、ビル型5カ所、

津波避難屋外階段2カ所）を整備

しました。

東部被災地域の復興と
震災の教訓の 信

被災市街地復興土地区画整理事業

防 災
集団移転
促進事業

蒲生北部地区
令和元年１２月

防災集団移転後の蒲生北部地区において、新たな産

業集積を推進するため、業務系土地利用にふさわし

い都市基盤の再整備と土地の整理集約を図る土地区

画整理事業を進めています。

東部復興道路（かさ上げ道路）

令和２年１月

内陸側の既存集落および集団移転先の安全確保を図るため、津波の威力を減じる機能を持

たせた、盛土高約６ｍのかさ上げ道路が建設されました。

（令和元年11月 全線開通）
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仙台市

新たな暮らしのスタート

災害公営
住 宅
整備事業

閖上地区は、江戸時代から栄える閖上漁港があり、仙
台近郊の漁港町として、職住近接したまちでした。
震災後、既存市街地の現地再建及び水産業の復活を目
指し、鋭意事業推進中です。

下増田地区で被災された方々の集団移転先である美田園北地区の復興まちづ
くり（防災集団移転団地、災害公営住宅）が完成しました。

防 災
集団移転
促進事業

美田園北地区 平成２７年１０月

名取市
閖上まちびらき 令和元年５月２６日

被災市街地復興土地区画整理事業災害公営
住 宅
整備事業

本格化する産業再生・
復興市街地土地区画整理事業 閖上地区 令和２年３月
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災害公営
住 宅

空が広く
感じられるまち

今回の津波被害で、私たちは物理的に防御できない津波の存在を知りま
した。このような大自然の力と向き合っていくためには、大自然の力を
完全に防御するのではなく、災害時の被害をいかに最小限に食い止める
かという『減災』という考え方を基本に、まちづくり、地域づくりを進
めていく必要があります。
岩沼市では、「愛と希望の復興」をビジョンとして掲げ、スピード感と
コスト意識をもった震災復興に取り組みます。

沢山の人が訪れた玉浦西まち開きの様子
平成２７年７月１９日

沿岸の6地区を1箇所に集約し、それぞれ
のコミュニティを保ちながらひとつの町
を作り上げました。

津波よけ「千年希望の丘」
沿岸部に津波の力を減衰させる津波よけ「千年希望の丘」を
整備し、減災に取り組むとともに、後世の人々へ今回の津波
被害の大きさや私たちの想いをつなぐために、「千年希望の
丘」を含めたエリアをメモリアルパークとして整備しました。

県内初の大型内陸移転団地である玉浦西地区。
沢山の住宅が建ち、新しい町並みが形成されています。

防 災
集団移転
促進事業

仙台市

岩沼市
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災害公営
住 宅
整備事業

伊達なわたりの復活を目指して

平成２４年３月

平成１０年１１月

中小企業者の事業活動の早期再開を推進するため整備を進めてきた「亘
理町荒浜にぎわい回廊商店街」が平成２７年３月オープンしました。

提供：一般社団法人東北地域づくり協会

提供：一般社団法人東北地域づくり協会

防 災
集団移転
促進事業

災害に強いまちづくりの構築を行うとともに、保健・福祉・教育の各分野に
おける安心のまちづくりを推進し、生涯を託せる安全・安心のまちづくりの
確立を目指します。

仙台市

亘理町

令和２年３月
提供：アジア航測（株）
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仙台市

内陸移転するJR常磐線新駅を

中心としたコンパクトシティ

災害公営
住 宅
整備事業

山元町

防 災
集団移転
促進事業

いちごの一大産地として

新たな一歩を踏み出しました

東北でも有数のいちご産地の復活に向けて、計画す
る４ヶ所全てのいちご団地整備が完了しました。

山元町は、震災後、被災集落を核となる３つの新市街地へ集約し、うち２地区は
内陸移転するJR常磐線２新駅を中心としたコンパクトで持続可能なまちづくりを
目指す方針としました。

町特産ホッキ貝の漁が再開

かつての活気を取り戻すべく、被
災した漁場からがれき撤去を継続
している中で、ホッキ貝漁を試験
的に再開しました。

産業再生

コンパクトシティ
新山下駅周辺地区
平成３０年７月

防災拠点・山下地域交流センター（ひだまりホール）が
完成しました。

新山下駅周辺地区
平成２９年１１月

全ての世帯が入居を開始し、防災拠点・地域交流セン
ター（ふるさとおもだか館）も完成しました。

新坂元駅周辺地区
平成３０年７月

宮城病院周辺地区
平成２９年２月

分譲宅地は平成２８年１２月から引渡しが始まり、災害
公営住宅も平成２９年３月に全戸完成しました。

分譲宅地での住宅建築が進み、
平成２８年１２月にJR常磐線の運転が再開されました。
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撮影⽅向[Ａ]

撮影⽅向[Ｂ]

撮影⽅向[Ａ]

撮影⽅向[Ｂ]

◆石巻南浜津波復興祈念公園
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